
るが、通気性がやや分り発根がや 早ヽくヌケが見られた。

3 .ア スパ ラガス栽植密度について

1,背 景と特徴

経営面積の広い県北地域に多く栽培されているが、永年件物であり収穫始めまで2年以上

を用し、生育期間が長い割合には生産量が少ない。は種後 2年 目までは短根ニンシン、レタ

スなどを問作 しているところが多い。

このようなことから初期から高い収量をあげるために、 10a当 り3.703球, 名406株 ,

H,109抹 を入れては種後 2年 目から3ケ年間密植栽培により初期から高い収量が得られた。

乳703株では収雄 l～ 2年 目まで高い収量が得られたが、 H,109株 では収穫2年 目は高い

い収量であったが、9年 目になると〕,704株のものと同等の収量であった。しかし、密植栽

培が初期から高い収量が得られるので参考資料に供したい。

2 試 験成績の概要

1)試 験課題略  ア ズ″くラガス栽植密度

2)試 験年次および場所  ltJ 4 8～う0年  岩 手県園芸試験場本場

3)試 験方法

条件

① 畦所3 1 8 o御 株お]1 5御 1条 は種 1 0 a 当 り乳7 0 3 株

② 2    ″ ″  1 4 0 6 ″

③ 3    ″ ″    11, 109 ″

ゼ)供 試品種  カ リフオルニア500

0)面 積および区制  1区 324沼 2 2区 制

い)耕 程概要

は極期 47年 4月 25日   直 播  条 間20御   フ ィルムマルチ (95B穴 な

し)傾夢調  2=干 日つヽら楳ナ也

施肥量  県 耕種基準による。

(1)供 試

-84-

上



ユ 主 要成果の共体的データ

第 1表 生  育 (枯美期 la 8材当り)

第 2表 年 次ガい択量

1 ) 4 3 年

2 ) 4 9年

( 1 ) 収 量 ( 1 0 a 当 り貯 )

重溢くミ
48年 10月 24日 4 9 年 1 0 月3 0 日 5 0 年 1 0 月2 8 日

車丈物 基放本 基径御 革丈御 茎数本 茎径卸 革丈御 基数本 茎径御

0 乳 703株

C)  Z406 ″

0 11, 109 ″

1 5 2 4

154.3

1 う1 . 1

4 ゆ 0

8 1 6 9

9 3 よ4

Q 5 7

0 5 1

051

17&6

16,8

167 7

344.o

564.2

5う&2

じ 7 2

8 6 9

Q 7 3

1928

1 9 勇2

187 9

428o

4 6 は6

517o

Q 9 1

0 9 0

0 8 5

( 1 ) 収 童 ( 1 0 a 当 りw )

項  目

試験区
全  壁

太さ 1卸 以上 太さ l御床満 合 計

本 数 調整重 本 荻 調整重 本 数 調整重

① 乳 703株

② 1406″

② ll, 109 ″

親 0

うQ5

5こう

９８

　

盟

　

９７

３

　

　

３

　

　

２

勇8

6 o

41

男064

7 6う2

身693

3ユ2

在 4

52 5

易 462

8,o36

曳 990

390

5 0 4

5 こ6

C )収 量盟

項 目

試験区
全 重

太さ i crr2以上 太さ l御未満 ハ
計

本 数 調整重 本 数 調整童 本 数十調整重
① 乳7 0 3 株

くう  1 406 ″

③ l19 109 ″

００
　
磯

　

め

100

% 5

74.5

∞
　
働

　

砲

1 0 0

1 5 1 . 1

1 9 1 , 4

10100

19ユ 7

1夢& 1

１

　

９

∞

　

宅

　

８２

100

1222

l Z どえ i

全 重
太さ 1卸 以上 太さ 1卸未満 計合

本 教 調整重 本 数 調整重 本  数 調整重

① 乳 703株

② Z 4 0 6 ″

O H , 1 0 9 ″

窃

的

秘

11,730

14457

1乳628

野

２８４

２６２

14878

2■4S28

947竹

‐４ ‐

２２２

３０４

26,608

38,885

48,392

８６

　

“

　

“

３

　
　

５

　

　

う

― 拶 一



C2)収 量比岬

＼
貞 日

試験区＼
全 重

太さ 1餌以上 太さ1御未満 合   計

本 教 調整重 本 数 調整重 本 荻 調整童

① 乳7 0 3 株

② Z406″

0 11, 109 ″

1 0 0

1 9■9

1拓  う

100

1 2ユ3

H こ 2

1 0 0

1 1五9

l o 6  9

100

164.2

23ユ 7

100

157 う

2 1 ' 6

1 0 0

1 l K l  l

1 8 1 . 9

100

12曳9

14128

3)  5 01r

(1)収  量 (10a当 り聯 )

舞3技  3ヶ 年間収量 (10a当 り降 )

試験区ぐtf全 量
太さ 1協 以上 太さ 1嗣未満 合   計

本 数 調整童 本 放 調整童 本 数 調整量

① 3,703株

② 7406″

0 11, 109 〃

792

8断

900

2`1351

2易 370

2易 972

454

477

469

24814

96,018

0 , 2 兜

153

204

229

4身 16j

61,388

“,…拶う

607

てだ〕1

698

(2)収 量比∽

項  目

試機1玉
全  重

太 さ l卸 以上 太さ 1勧未満 ハ
ロ 計

本 数 調整重 本 数 調整重 本 数 調整重

0 3,703林

②  Z406 ″

0119 1 0 9″

100

1 1 1 , 7

H ユ 6

100

104.2

10こ7

100

10曳 1

10ユ 3

100

14曳2

1 6 2 2

100

1 3ユ3

1497

100

124.9

194.8

100

1 1 2 5

出身0

込まぜ
昭  48 昭 4`9 昭  50

1御以上 1御痢埼 合 計 1雄 lc秘未満 合 計 ic雄 16麻 満 合 計

① 3,703株

雀)  毛 406 ″

011,109〃

曳 8

60…

4.1

3■ 2

44.4

5 2 う

390

504

56う

づ

　

８４

　

６２

２

　

　

２

　

　

２

141

222

304

386

う06

,66

454

477

469

1炉3

204

229

607

681

598



累 計 蕪ヤ瞳

比  %

坪導十五θれ以

上限量比%1ご材雄 l伽未満 合  計

５

　

　

７

　

　

５

７０

　

７６

　

布

７

　

　

０

　

　

６

受
　
々
　
兜

1,032

1,237

1,321

100

120o

128o

００
　

は

　

０４
．

第 1図  年 次別収量推移 (10a当 りや )

500

L__」 太さ1朝以上

墜 1 太 さ
1碗 未満

竹

験

年次 ‖召  48

摘 要

1.生 育 枯 業期車丈、 1年 目は差は見られなかったが、2～ 3年 目は①乳703株区がまさ

り② Z 406抹区、① H,109株 区tまややない事丈であった。

茎依、 1年 目は株数が多くなるに従い多くなったが、2年 日は②1406株 区が多

かった。 3年 目は株荻が多くなるに従い多くなった。茎径、 1～ 2年 目は株数に
-87-

703 1範 611. 109

株   株  株

3.703 140611, 10913.703  140611. 109

株  株  株 1 株



よるたは判然としなかったが、3年 目では株数が多くなるに従い細くなる傾向

が見ら寸lた。

2.収  士  太 さ1御以上の収量は1～ 3年 日まで② 1406珠 区がまさり、③ H,109株 区、

①乳703株区の順であった。

太さ1筋以下の収裁は各年次とも株数が多くなるに従い多くなうた。合計収量

でも同じ傾向が見られた。

a 要  約  以 上の結果、太さ■御以上のtR量は② z 406株区がまさり、O HⅢ 109抹区は

0乳 703株区と同等の収量であった。太さ1餌以下の収量および合計収量にお

いても株荻が多くなるに従い多くなる傾向が見られた。

― 盟 千


